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Ⅰ．はじめに 

 

昨秋、本誌の編集担当の小林草平博士から、 

“淡水生プラナリア類の外来種についての記

事”を書くように…とのお勧めを受けた。関東

圏の河川の底生生物調査の際にプラナリア類も

採集され、見なれない虫も採集されることが背

景にあるのだ…と思う。 

 実は、淡水生のプラナリア類の外来種は 1960

年代のはじめから日本各地の熱帯魚の水槽や、

温水の養魚池などで見つかるようになり、ここ

近年は野外定着個体群があちこちで記録される

ようになった。日本で市販されている図鑑類で

淡水生プラナリア類を扱っているものは少なく、

また記事も 1950 年代までの知見に基づくもの

なので、実用的ではない。まして、外来種につ

いては専門的な論文で報告されているだけであ

った（ Kawakatsu, Oki, Tamura & Yamayoshi 

1985；Kawakatsu, Takai, Oki, Tamura & Aoyagi 

1986；Kawakatsu, Tamura, Takai, Yamamoto, Ueno 

& Oki 1993；Tamura, Oki, Kawakatsu, Ninagawa, 

Matsusato & Suzuki 1985）。 

昨 2007 年 3 月に、松山市で〈外来淡水産無脊

椎動物の現状に関するフォーラム（責任者：竹

門康弘博士）〉が開催された。川勝は出席できな

かったので、“ポスター展示”の形でパネル写真

と配布資料（Kawakatsu, Nishino, Ohtaka, Yama- 

moto & Sasaki 2007）を用意し、西野博士（滋賀

県琵琶湖環境科学センター）と大高博士（弘前

大学）に説明をお願いした。その内容は日本語

論文として発表した（川勝・西野・大高 2007）。 

 また、数年前に、茨城県の利根川水系平地部

の水域で、プラナリア外来種の野外定着個体群

が見つかり、虫の染色体分析結果を含めた日本

語論文が印刷中である（茅根・山本・川勝 2008）。

さらに、昨年来、日野市（東京都）と相模原市

（神奈川県）の平地水域から別のプラナリア外

来種の定着個体群が発見された。これらについ

ては、詳しい調査結果（内部資料）も得られて

いる。 

 こうした一連の経過と結果から、日本の平地

水域に見られるプラナリア類の在来種と外来種

の解説的記事をまとめることにした。使用した

写真類は松山市でのフォーラムで使用したポス

ターからの転写に、新しく撮影されたものを加

えた（図 1a-n）。核型図（図 2A-E）の大部分は

未発表のものであるが、一部は川勝が発表した

論文から転写した。 

 

Ⅱ．プラナリア類の同定 

 

 プラナリアの仲間は三岐腸目（海水生・淡水

生・陸生のプラナリア類）でも、多岐腸類（海

水生のウスヒラムシなどの群）でも、その他の

小形の群でも同じであるが、種を同定するのが

非常に難しい。第一の理由は分類群や種類数が

非常に多いことである。例えば、この稿で取り

扱 う 種 類は サ ンカ クア タ マ ウズ ム シ科

Dugesiidae Ball, 1974 のナミウズムシ属 Dugesia 

Girard, 1850 の 3 種と、アメリカナミウズムシ属
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Girardia Ball, 1974 の 2 種であるが、この科には

計 11 属が知られている。また、Dugesia 属の既

知種は 68 種ほど（ユーラシア大陸の熱帯から温

帯まで、東南アジア、アフリカ大陸、オースト

ラリア大陸の東北部に分布）、Girardia 属のそれ

は 15 種あまり（南北両アメリカ大陸の熱帯から

亜熱帯南部までと、カリブ海の島じまに分布）

である（Sluys, Kawakatsu & Winsor 1998；Sluys, 

Kawakatsu & Ponce de León 2005）。 

 種の同定が難しい第二の理由は、プラナリア

類の体は柔らかで、生時の外形や色彩（模様の

形や位置なども）は、薬品で固定した後では大

きく変わってしまうことである。生時の体型や

体色・模様は分類のための重要な基準である。

しかし、また、変異の幅の大きい形質でもあり、

生時の観察が望ましいのである。個々の種を同

定するための最も重要な基準は生殖器官（特に、

交接器官）の解剖学的・組織学的構造である。

それは、生殖器官は変異幅の最も少ない器官と

考えられるためである。つまり、プラナリア類

の同定には、生殖個体の連続切片標本を作製・

検鏡するための設備と専門知識、それに内外の

文献類の完備が必要なのである。 

 

Ⅲ．日本の平地水域のプラナリア類： 在来種と 

外来種 

 

 日本列島は南北に長く、山地が発達している。

プラナリア類の生息場所である水域も変化に富

むので、種類数も多い。ただ、外来種の自然定

着個体群は平地の水域だけに限られている（2

属 3 種だけ）。そして、同じような場所に生息し

ている在来種（普通種）は 1 属 2 種だけである。

この稿では、これらの計 2 属 5 種類だけについ

て述べたい。なお、これらプラナリア類の分類

大系や、外形などの記述は“はじめに”の項で

触れた Kawakatsu, Nishino, Ohtaka, Yamamoto & 

Sasaki (2007)と、川勝・西野・大高（2007）に掲

げた。後者の“特集号表紙、Abstract、分類表、

図解検索表”は web article としてダウンロード

できる（http://victoriver.com を開き、Matsuyama 

Mar 07 と Exo Planarians のバーをクリックする）。

従って、この稿での形態的記述などは要点だけ

にとどめたい。 
 

註．学名と和名 

プラナリア類の正式名称は学名である。すべての動物の

学名は、International Code of Zoological Nomenclature, 

Fourth Edition, 1999, London に基づいて命名されている。

日本語版（国際動物命名規約、第 4 版、日本語版、2000、

東京）も出版されている。各学名の後に付される著者名

と発表年は学名の一部ではないが、学名の引用に関して、

下記の注意がある（日本語版の 111 頁から引用）。種階

級群，属階級群，科階級群のどれかのなかのあるタクソ

ンの学名に言及する場合，その著作物中で少なくとも一

度は，その学名の著作権と日付を書くべきである（付録

B 一般勧告）．この稿のタクサの記述は上記に従ってい

る。なお、和名の表記には、規則はない。ウズムシ類の

標準的な和名は川勝（1998）によった。 

 

1. ナミウズムシ（図 1a-c） 

Dugesia japonica Ichikawa et Kawakatsu, 1964 

 日本全域に分布。北海道では、生息地は少な

い。また、南西諸島では種子島・屋久島・奄美

大島・沖縄島・石垣島・西表島にも散発的に分

布している。本種は台湾・中国・韓国にも広く

分布している。地理的分布域がほぼ 5000 km の

範囲にも及ぶ多型種（polymorphic species）で、

形態的変異に富む（図 1a-c）。冷泉流に生息する

ものは体も大きく、体長 25 mm 以上の個体も珍

しくない。野外生息地では 10-25 ℃の水温範囲

に生息しているが、飼育条件下では 2-3 ℃の水

温にも耐える。 
 

註．自然分布域が 5000 km にも及ぶ種類は、ほかに 2 種

類しかいない。ヨーロッパナミウズムシ Dugesia 

gonocephala（Dugès，1830）（ヨーロッパの温帯域からア

フリカ大陸の中部まで）と、Girardia festae（Borelli, 1898）
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（南米のアンデス山脈の全域と、カリブ海南部のキュラ

ソ島まで）である。 

 

2. リュウキュウナミウズムシ（図 1d） 

Dugesia ryukyuensis Kawakatsu, 1976 

南西諸島に分布するが、西表島や興那国島か

らの採集記録はない。九州西南部（鹿児島県の

薩摩半島と大隈半島；長崎県の西彼杵［そのぎ］

半島と五島列島）にも散発的に分布している。

外形は D. japonica に似ているが、小型である。 

 

註．この種は、最初、D. japonica の亜種として記

載された（Kawakatsu, Oki, Tamura & Sugino 1976）。

その後、形態学的・核学的精査の結果、種に格上

げされた（Kawakatsu, Oki & Tamura 1993）。 

 

3. トウナンアジアウズムシ（図 1e） 

Dugesia austroasiatica Kawakatsu, 1985 

1960 年代から日本各地の熱帯魚の水槽やナイ

ルティラピア（Oreochromis niloticus）－イズミ

ダイとかチカダイと呼ばれ、温水で養殖されて

いた－の飼育池などで見つかった小形のプラナ

リアで、原産地は東南アジアと考えられる。頭

部左右の耳葉（auricle, 感覚器官）は目立たない。 

 野外定着個体群は京都市の深泥池だけで見つ

かっている。もともと温水域に生息するプラナ

リアで、日本の野外での分布域の拡大の可能性

は低いと考えられるが、温泉域や南西諸島では

増えるかも知れない。 

 

4. アメリカナミウズムシ（図 1f-h） 

Girardia tigrina (Girard, 1850) 

北米大陸原産の普通種で、中米にも分布して

いる。南米にも散発的に分布しているが、これ

は人為的な移入によるものと考えられる。 

1800 年代後半にはヨーロッパの水域に移入さ

れ、急速に分布域が拡大した。日本では、1960

年代から、熱帯魚の水槽などで見つかるように

なった。また、ここ 10 年来、日本各地で野外定

着個体群が見つかっている。これらについては、

川勝・西野・大高（2007）で紹介した。また、

利根川水域低地部（茨城県）における本外来種

の分布生態についても報告した（茅根・山本・

川勝 2008）。 

本外来種の生殖個体は、日本では見つかって

いない。それで、虫の外形や色彩・模様・両眼

の間隔が狭いことなどから判断した仮同定であ

る。再生力が強く、無性生殖（＝分裂）で増え

る。咽頭表面の斑紋は Girardia 属の特徴である。 
 

註．この種は、最初、Planaria maculata として新種記載

された（Leidy 1847）。しかし、この学名は Planaria 

maculata Darwin, 1844 によって先取されていた（Faubel 

& Kawakatsu 2008 の Darwin の項を参照）。そして、上記

の Leidy の種は Planaria tigrina に変更された（Girard 

1850）。Girard (1851) は新属新種の Dugesia maculata を

記載したが、これは前記種のシノニムとみなされる。

‘Planaria tigrina’は Euplanaria 属や、Dugesia 属に移さ

れたこともあったが、最終的に、属 Girardia Ball, 1974

に移された。それで、正しい学名は、Girardia tigrina 

(Girard, 1850)である。因みに、‘maculis’ は斑紋、‘tigris’ 

はトラを意味するラテン語であり、G. tigrina の種小名は

体表の目立つ斑紋に由来している。 

 

5. アメリカツノウズムシ（図 1j-n） 

Girardia dorotocephala (Woodworth, 1897) 

北米大陸原産の中～大形種で、中米（メキシ

コ）からも記録されている。頭部左右の耳葉が

細長い（図 1j, k）。水中で動いているときは、耳

葉を活発に動かす（図 1i）。咽頭表面の色素層は

かなり濃く、色素斑も見られる（図 1l, m）。有

性生殖で、交接後に直径 2 mm ぐらいの卵殻

（cocoon、あるいは egg capsule）を産み、細い

糸状の柄で水中の水草などに付着させる（図 1n）。

卵殻内には数個の胚が入っていて、1 ヶ月ほど

で数個体の小さなプラナリアが孵化してくる。

なお、cocoon を卵（胚は１個）と訳すのは良く

ない。 
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図1. 淡水プラナリア類：在来種2種（a-ｄ）と外来種3種（e-n）．4-5頁． 

a-c: ナミウズムシ Dugesia japonica．a，柏崎市（新潟県）の冷泉流産（村山撮影）；b，坂東市（茨城県）の

蛍の川産（茅根撮影）；c，加古川市（兵庫県）産（佐々木玄祐氏撮影）。白いスケール=5mm．d: リュウキ

ュウナミウズムシ Dugesia ryukyuensis．長崎市（長崎県）浦上川産（山本撮影）。白いスケール=5mm．e : ト

ウナンアジアウズムシ Dugesia austroasiatica．京都市深泥池産（西野麻知子博士撮影）。白いスケール=5mm．

f-h : アメリカナミウズムシ Girardia tigrina．水海道市（茨城県）東仁連川産（茅根撮影）。白いスケール=5mm．

gは頭部の拡大，hは抜き出した咽頭の拡大（斑紋に注意）。 i-n : アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala．

日野市（東京都）多摩川（支流浅川）産（鶴田撮影）。白いスケール=5mm（nを除く）。l-k，生体（頭部と

耳葉に注意；kの後方の白いものは産卵直前の卵殻が透けて見えている）；l，固定標本の腹面（口から出た

状態の咽頭に注意、矢印は生殖孔の位置を示す）；m，固定標本の咽頭（背面に突出した状態）；n，卵殻，

下方の糸状のものが柄．白いスケール=0.5mm． 

 

図2. 淡水生プラナリア類5種（在来種2種AとB；外来種3種C，D，E）の核型図．6-7頁． 

A : ナミウズムシ Dugesia japonica （在来種）．虫の産地は坂東市（茨城県）蛍の川（a-e）と柏崎市（新潟

県）（f）．上欄のBは過剰染色体を示す。B : リュウキュウナミウズムシ Dugesia ryukyuensis（在来種）。虫

の産地は浦添市（沖縄県）（aとb）。C : トウナンアジアウズムシ Dugesia austroasiatic（外来種）。虫の産

地は佐賀市（佐賀県）の養魚池（a）。D : アメリカナミウズムシ Girardia tigrina（外来種）。虫の産地は指

宿市（鹿児島県）の飼育池（a）と長崎市（長崎県）浦上川（b）。E : アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala

（外来種）。虫の産地は相模原市（神奈川県）の鳩川（a）。各核型図の説明は本文を参照。 
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G. dorotocephala はオアフ島（ハワイ）の渓流

から見つかったことがあるが、これは人為的な

移入と考えられる（Kawakatsu, Mitchell, Hirao & 

Tanaka 1984）。日本では、2003 年の秋に、碧南

海浜水族館（愛知県碧南市）の水槽から見つか

ったのが最初である（［増田］ 2004）。 

 川勝は、2006 年の春に、京都市鴨川で採集さ

れたプラナリア類の生体のカラー写真をみる機

会があった。G. dorotocephala と考えられるが、

標本は見ていない。 

その後、日野市（東京都）の多摩川とその支

流、相模原市（神奈川県）の境川および相模川

とその支流から多数の個体が採集された（2007

年）。日野市での調査責任者である鶴田の内部資

料（2008 年までのデータ）によると、多摩川と

その支流である浅川の中・下流部で G. 

dorotocephala の生息が観察された。多摩川では、

多摩川上流水再生センターの放流水（冬季でも

20 ℃ほどで、1 日当たり 7～14 万トンほど）が

流入している場所から下流域にあたる。なお、

放流水の流入地点付近では、D. japonica も同じ

場所に生息している。（山本も当地のサンプルの

核型分析の結果から D. japonica と確認した。） 

 日野市と相模原市で採集されたプラナリアの

生殖個体（固定標本）は Dr. R. Sluys（アムステ

ルダム大学）に送付して同定を求めた結果、G．

dorotocephala と確認された。これは原産地の北

米（とメキシコ）以外で採集された 2 回目の記

録（2007）である（別途に学術論文として報告

される予定）。 

 

Ⅳ．染色体観察と核型分析 

 

 淡水生プラナリア類の染色体数と核型は、種

ごとの特徴や差異がはっきりしている場合もあ

る。それで、染色体を観察し、核型図を描いて

みると、ある程度は種を区別することができる。

本稿で述べた 5 種（Dugesia 属 3 種と Girardia 属

2 種で、うち外来種は 3 種）についても、核型

分析は種を識別するのに有効な方法である。 

 プラナリア類の染色体は再生芽（regeneration 

blastema）の細胞をコルヒチン処理し、押しつぶ

し法で観察できるので、比較的簡単な処理とい

える。例えば、高校生が観察した実例も報告さ

れている（橋本・寺尾・吉井・山口 2007）。 

 川勝チームで、過去 30 年間以上にわたって実

施してきた染色体の観察法は、押しつぶし法と

酢酸オルセイン染色を組み合わせたもので、細

かい手順と注意も図解されている（沖・田村・

川勝 1976）。本稿の図 2A-E は上記の方法で山本

が観察し、川勝と共同で作成した核型図である

（一部は既報の文献からの引用を含む）。 

 プラナリアの染色体と核型の解析について、

注意すべき点がある。普通、染色体数は n（単

相数haploid number）、2n（複相数diploid number）、

ときに 3n（triploid）のような表現が使われるが、

これは混乱の原因になる。それは、プラナリア

類の場合、同一種でも 3 倍体（triploid）、ときに

4 倍体（tetraploid）の細胞を持つ個体が見られる

ことである。同一個体内の細胞で、2 倍体と 3

倍体（ときに 4 倍体も）の細胞が混在している

こともある。特に、D. japonica のような多型種

では、倍数性（polyploidy）、異数性（heteroploidy）、

混倍数性（mixoploidy）は珍しくない。また、B-

染色体（過剰染色体 supernumerary  chromo- 

somes）も観察されることがある。D. ryukyuensis

でも、D. japonica ほどではないにせよ、同様の

現象が見られる。ここでは、個々の文献はあげ

ない。また、述語については、遺伝学辞典など

を参照して欲しい。  

核型の表記について、川勝チームで採用して

きたのは、プラナリアの染色体数を基本数（basic 

number，x か b で示す）・ 2 倍数（2x）・ 3 倍数

（3x）・4 倍数（4x）で示し、核型を数式化した

形で表す方法である。この場合、相同染色体は

動原体（centromere）の位置によって、2m（meta- 

centric chromosomes ）、 2sm （ submetacentric   

chromosomes）、 2st（subterocentric chromosomes）
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のように区別するのである。以下の記述や、図

2 の説明はこの方法によっている。              

 

1. ナミウズムシ Dugesia japonica 図 2A (a-f) 

 核型図の a-e は茨城県自然博物館付近（坂東市

の南部の小流である蛍の川）から採集された虫

で観察された。f は柏崎市（新潟県）の室内水槽

（ブラインシュリンプの飼育用で、水温は

25 ℃）の虫で観察された。 

a, b: 2x=16, 核型は 2m+2m+2m+2m+2m+2m+2m 

+2m；c: 2x+2LB=16+2LB, 核型は 2m+2m+2m+2m 

+2m+2m+2m+2m+2LB；d: 3x=24, 核型は 3m+3m 

+3m+3m+3m+3m+3m+3m；e: 4x=32, 核型は 4m 

+4m+4m+4m+4m+4m+4m+4m（c, d, e は 1 個体か

らの細胞で観察された）； f: 3x=24, 核型は

3m+3m+3m +3m+3m+3m+3m+3m． 

 

2. リュウキュウナミウズムシ Dugesia ryukyu- 

ensis 図 2B (a, b) 

浦添市（沖縄県）の中山川原産（本種の模式

産地）の虫の核型図で、Kawakatsu, Oki, Tamura & 

Sugino (1976: 108, fig. 18b) から改写。  

a: 2x=14, 核型は 2m+2m+2m+2m+2st+2m+2m；

b: 3x+1SB=21+1SB, 核型は 3m+3m+3m+3m+3st 

+3m+3m+1SB（第 5 染色体の組に注意、a と b は

別々の個体からの細胞で観察された）。 

 

3. トウナンアジアウズムシ Dugesia austro- 

asiatica 図 2C (a) 

佐賀市（佐賀県）のティラピアの飼育池から

採集された虫で、Kawakatsu, Takai, Oki, Tamura & 

Aoyagi (1986: 92, fig. 5 の上) から改写。 

a: 2x=16, 核型は 2m+2m+2m+2m+2st+2m+2m 

+2m（第 5 染色体の組に注意）。 

 

4.  アメリカナミウズムシ Girardia tigrina 図 

2D (a, b) 

a は指宿市（鹿児島県）の県立水産試験所のオ

ーストラリアザリガニの飼育池から採集した虫

で、Tamura, Oki, Kawakatsu, Ninagawa, Matsusato 

& Suzuki (1985: 136, fig. 2) から改写。b は長崎市

（長崎県）の浦上川から採集した虫で、 

Kawakatsu, Tamura, Takai, Yamamoto, Ueno & Oki 

(1993: 31, fig. 3 の上) から改写。 

a: 2x=16, 核型は 2m+2m+2m+2m+2m+2m+2m 

+2m；b: 2x=16, 核型は 2m+2m+2m+2m+2m+2m 

+2sm+2m（第 7 染色体の組は 2m にも見える）。 

 

5. アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala 

図 2E (a) 

相模原市（神奈川県）の相模川支流の鳩川（八

幡橋付近）で採集した虫である。 

a: 2x=16, 核型は 2m+2m+2m+2m+2m+2m+2m 

+2m（G. dorotocephala の核型は G. tigrina のそれ

と良く似ていて、区別は難しい）。 

 

Ⅴ．簡易識別法 

 

Ⅱ章で述べたように、プラナリア類の同定に

は生殖個体の連続切片標本の顕微鏡検査が不可

欠である。しかし、河川の底生生物の調査のよ

うな場合、採集されたプラナリア類が種レベル

まで仮同定できるなら、好都合である。 

 1）．本稿で触れた Dugesiidae の 5 種（在来種

2 種と外来種 3 種）は、川勝・西野・大高（2007: 

463, 図－1）の〈頭部の図解検索表〉を用いて、

それぞれを区別できる。この検索表はダウンロ

ードできる（http://victoriver.com を開き、Exo 

Planarians のバーをクリックする ; Matsuyama 

Mar 07 のバーからでもよい）。D. ryukyuensis は

九州南部と南西諸島にしかいないので、日本の

その他の地域の普通種は D. japonica と考えてよ

い。 

 2）．D. austroasiatica は、外見的には小形の D. 

japonica や D. ryukyuensis と区別するのが難しい。

耳葉は目立たない。 

 3）．咽頭を取り出して、その表面に色素斑や

色素層があれば、Girardia 属の種類で、アメリ
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カ大陸からの外来種である。因みに、Dugesia 属

の種類の咽頭は色素がなく、白い。 

 4）．Girardia 属の虫で、両眼の間隔が狭く、

耳葉が中程度で、体表の模様が目立つのは、G. 

tigrina と考えてよい。 

 5）．Girardia 属の虫で、耳葉が細長いのは G. 

dorotocephala と考えられる。 

6）．染色体を観察すれば、D. japonica, D. 

ryukyuensis, D. austroasiatica は明確に区別でき

る。Girardia 属の 2 種は、染色体で区別するの

は難しい。 
 

註．ここで述べた識別法と検索表は、外来種が上記の 3

種だけの場合に限られる。今後、南米やオーストラリア

大陸などからも外来種が入ってくる可能性はあり、その

場合はこの簡易識別法を改訂する必要がある。 
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